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Ⅰ 以下の問いに答えなさい。 

1. 疫学用語の説明について正しい組み合わせはどれか。一つ選びなさい。 

1. 割合 ----------- ある現象・事象の発生頻度に関する指標 

2. 率  ----------- 全体に対してある特徴が占める部分 

3. 分布 ----------- 研究対象集団の一部である対象者 

4. 変数 ----------- 量的に測定、数えることができる研究対象の人、ものの    

  質、特性、特徴 

 

 

2. 感染症の予防及び感染症患者に対する医療に関する法律（感染症法）における 

感染症のうち、直ちに届出が必要な感染症の正しい組み合わせはどれか。一つ選

びなさい。 

a. アメーバ赤痢 

b. カルバペネム耐性腸内細菌科細菌感染症 

c. レジオネラ症 

d. 結核 

 

 1. a，b     2. a，d     3. b，c     4. c，d 

 

 

3. 自然免疫にかかわる細胞として正しい組み合わせはどれか。一つ選びなさい。 

a. NK細胞 

b. T 細胞 

c. B 細胞 

d. マクロファージ 

 

 1. a，b     2. a，d     3. b，c     4. c，d 

 

 

4. 芽胞を形成する菌はどれか。一つ選びなさい。 

1. Pseudomonas aeruginosa 

2. Streptococcus pneumoniae 

3. Clostridioides difficile 

4. Escherichia coli 
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5. 抗菌薬と作用機序について正しい組み合わせはどれか。一つ選びなさい。 

1. マクロライド系  -------- 細胞壁合成阻害 

2. リファンピシン  -------- 葉酸合成阻害 

3. ニューキノロン系 -------- 核酸合成阻害 

4. セフェム系    -------- タンパク質合成阻害 

 

 

6. 感染症と感染予防策と病原体について、誤っている組み合わせはどれか。一つ選

びなさい。 

1. A 型肝炎 ---------------- 標準予防策 -------- A 型肝炎ウイルス 

2. 手足口病 ---------------- 飛沫予防策 -------- アデノウイルス 

3. 先天性風疹症候群 ------ 接触予防策 -------- 風疹ウイルス 

4. 麻疹   ---------------- 空気予防策 -------- 麻疹ウイルス 

 

 

7. ミラー・ジョーンズの分類による喀痰の評価として正しいものはどれか。一つ選

びなさい。 

1. M1 ----------- 膿性部分が全体の 1/3 以下の痰 

2. P２ ----------- 膿性部分が全体の 1/3～2/3 の痰 

3. 細胞数/1視野（100 倍）白血球＜10、扁平上皮細胞＞25 -------- 唾液 

4. 細胞数/1視野（100 倍）白血球＞25、扁平上皮細胞＜10 -------- 良質痰 

 

 

8. 滅菌物の取り扱いで正しいものはどれか。一つ選びなさい。 

1. 滅菌物の使用前に有効期限・パッケージの破損、生物学的インジゲータの変

色を確認する。 

2. 滅菌物を展開する際は未滅菌手袋を着用して行う。 

3. 滅菌物は床から 15 ㎝以上距離を置いて保管する。 

4. 滅菌物のパッケージが破損しないようできるだけ重ねずに収納する。 

 

 

9. 清浄度クラス区域と該当室について正しい組み合わせはどれか。一つ選びなさ

い。 

1. 汚染管理区域 ---------------- 細菌検査室 

2. 高度清潔区域 ---------------- 一般手術室  

3. 清潔区域   ---------------- 造血幹細胞移植患者病室  

4. 一般清潔区域 ---------------- 汚物処理室 
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10. 令和６年度診療報酬改定における感染対策向上加算の施設基準について、正しい

組み合わせはどれか。一つ選びなさい。 

a. 感染対策向上加算１・２・３の届出施設は、病床確保の協定締結が必須であ

る。 

b. 感染対策向上加算１・２・3の届出施設の感染制御チームは、１ヶ月に１回

程度定期的に院内を巡回すること。 

c. 感染対策向上加算１・２の届出施設は、広域スペクトラムを有する抗菌薬・

抗ＭＲＳＡ薬等について、届出制もしくは許可制の体制をとること。 

d. 感染対策向上加算２・３の届出施設の感染制御チームは、感染対策向上加算

１の届出施設が主催する新興感染症の発生等を想定した訓練に、年１回参加

すること。 

 

   1. a，b     2. a，d     3. b，c     4. c，d 
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Ⅱ 以下の問いに答えなさい。 

１. 擦式アルコール製剤での手指消毒が最も適切な場面の組み合わせはどれか。一つ

選びなさい。 

a. 痰が付着したティッシュペーパーを素手で廃棄した後 

b. 採血を行うために手袋を着用する前 

c. 貯尿バッグのランニングチューブに触れる前 

d. 下痢をした患者のオムツ交換後 

 

1. a，b     2. a，d     3. b，c     4. c，d 

 

 

２. 個人防護具の使用について、適切な組み合わせはどれか。一つ選びなさい。 

a. N95 マスクを装着するたびに、ユーザーシールチェックを行う。 

b. 個人防護具を併用して装着する場合は、手袋を最後につける。 

c. 使用済みの個人防護具は、患者の病室から出た後に脱いで廃棄する。 

d. 使用後に個人防護具を脱ぐ際は、一番最後に手袋を脱ぐ。 

 

1. a，b     2. a，d     3. b，c     4. c，d 

 

   

３. 標準予防策について、適切な組み合わせはどれか。一つ選びなさい。 

a. 小児科病棟ディルームに設置したすべり台は、月 2 回拭き掃除を行う。 

b. 外来患者に咳エチケットを促すために、ポスター掲示や手指消毒剤・ペダル式

ごみ箱の設置を行う。 

c. ポータブルトイレのバケツを用手洗浄するために、エプロン、手袋、シールド

付きマスクを着用する。 

d. 腰椎穿刺を行う医師は、ガウンと手袋のみ着用する。 

 

1. a，b     2. a，d     3. b，c     4. c，d 
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４. 次の文章を読み、適切なものはどれか。一つ選びなさい。 

1. 看護師 X の経過観察のみを行う。 

2. 看護師 X に免疫グロブリン製剤の投与を行う。 

3. 看護師 X に B 型肝炎ワクチンの追加接種を行う。 

4. 看護師 X に C 型肝炎発症予防の内服を行う。 

 

 

５. 感染症の対策について適切な組み合わせはどれか。一つ選びなさい。 

a. 入院患者にメチシリン感受性黄色ブドウ球菌による感染が起きたため、接触

予防策を行う。 

b. 髄膜炎菌による敗血症が疑われる患者が来院したため接触予防策を開始する。 

c. 後天性ヒト免疫不全症候群で入院した患者に標準予防策を実施する。 

d. RS ウイルス感染症と診断された乳児に対して接触予防策を行う。 

 

1. a，b     2. a，d     3. b，c     4. c，d 

 

  

看護師 X が、HB 抗原陽性患者の採血に使用した翼状針で指に針を刺した。看護

師 X は受傷後すぐに傷を流水で洗い、血液検査を受けた。その結果は HBs 抗体  

４ｍIU/ml、HCV抗体陰性、HIV 抗体陰性だった。 

看護師 X は B 型肝炎ワクチンを 3 回接種済みであり、接種後の HBs 抗体が    

20ｍIU/ml だったとの検査記録がある。曝露源患者の採血を行い、HCV抗体陰性、

HIV 抗体陰性を確認した。 
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６. 血管内留置カテーテル関連感染予防策について適切な組み合わせはどれか。一つ

選びなさい。 

a. 成人患者の場合は、中心静脈カテーテルのアクセス部位として大腿静脈を避

ける。 

b. 脂肪製剤投与に使用した輸液ラインは、注入開始から 24時間以内に交換する。 

c. 中心静脈カテーテル挿入時の皮膚消毒に、0.5％グルコン酸クロルヘキシジン

水溶液を用いる。 

d. 中心静脈カテーテル挿入部から出血がある場合は、滅菌透明フイルムドレッ

シング剤を使用する。 

 

1. a，b     2. a，d     3. b，c     4. c，d 

 

 

７. 手術部位感染予防策について適切な組み合わせはどれか。一つ選びなさい。 

a. 手術前日あるいは当日に石けんを使ってシャワーか入浴を行う。 

b. 手術中に低体温となるよう管理する。 

c. 手術切開部に抗菌薬を塗布する。 

d. 手術部位の皮膚消毒は、禁忌でなければアルコールベースの消毒薬を使用す

る。 

 

1. a，b     2. a，d     3. b，c     4. c，d 

 

 

８. 人工呼吸器関連肺炎予防策について適切な組み合わせはどれか。一つ選びなさい。 

a. 人工呼吸器の加温加湿器を使用する場合は、精製水を用いる。 

b. 人工呼吸器関連肺炎を予防するためには、ベッドの頭部を 15度挙上する。 

c. 人工呼吸器回路内にたまった凝結水の排液は、手袋を着用して行う。 

d. 人工呼吸器回路が汚染した時は、回路を交換する。 

 

1. a，b     2. a，d     3. b，c     4. c，d 
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９. 「大量調理施設衛生管理マニュアル」に関する説明で正しい組み合わせはどれか。

一つ選びなさい。 

a. ノロウイルスの無症状病原体保有者であることが判明した調理従事者等は、

検便検査においてノロウイルスを保有していないことが確認されるまでの間、

食品に直接触れる調理作業は控えることが望ましい。 

b. 調理後の食品は、調理終了後から 1 時間以内に喫食することが望ましいとさ

れる。 

c. 食品並びに移動性の器具及び容器の取り扱いは、床面からの跳ね水等による

汚染を防止するため、床面から 30cm 以上の場所で行う。 

d. 検食の保存では、原材料及び調理済み食品を食品ごとに 50ｇ程度ずつ清潔な

容器（ビニール袋等）に入れ密封し、－20℃以下で２週間以上保存する。 

 

1. a，b     2. a，d     3. b，c     4. c，d 

 

 

10．日本環境感染学会 JHAIS（Japanese Healthcare Associated Infections Surveillance）

委員会における症候性尿路感染の判定に必要な情報収集項目について、正しい組

み合わせはどれか。一つ選びなさい。 

a. 尿道留置カテーテルのサイズ 

b. 尿培養の検査結果 

c. 恥骨上の圧痛 

d. 抗菌薬開始の有無 

 

 

1. a，b     2. a，d     3. b，c     4. c，d 
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Ⅲ-１ 次の文章を読み、以下の問い１～４に答えなさい。 

あなたは病院の感染管理担当看護師である。 

9 月 8日内科病棟に入院中の患者 Y 氏（88 歳、男性）の尿から、ESBL（extended-

spectrum β-lactamase＝基質特異性拡張型βラクタマーゼ）産生大腸菌が検出された

と内科病棟に報告があった。病棟師長から今後の対応について相談があった。 

＜9月 8 日までの Y氏の状況＞ 

・発熱と意識レベル低下を主訴として、9 月 5 日に救急外来を受診した。尿路感染症

による敗血症の疑いで、内科病棟（50床）の 505 号室（4 人床）に緊急入院となった。 

・入院前は近隣の特別養護老人ホームで暮らしており、半年前に骨折の手術を受けた

後、寝たきりの状態になり、膀胱留置カテーテルが挿入され今に至る。老人ホームで

は車いすに乗車できていた。閉鎖式膀胱留置カテーテルセットが使用されている。 

・入院後は、日常生活のほとんどをベッド上で過ごしており、オムツを使用して排便

している。 

 

１. 病棟師長から ESBL 産生菌とは何か、と質問があった。その説明内容で正しい組

み合わせはどれか。一つ選びなさい。 

a. この細菌の耐性遺伝子は異なる菌種間で伝達し、幅広い菌種に伝播すること

がある。 

b. 多くの場合、腸内に生息している細菌であり、オムツ交換などの処置により感

染拡大することがある。 

c. 主に飛沫感染で伝播する細菌である。 

d. アルコール消毒が効きにくい細菌である。 

 

1. a，b     2. a，d     3. b，c     4. c，d 

 

 

２. この時点での Y 氏への感染対策として最も適切な組み合わせはどれか。一つ選び

なさい。 

a. 個室に転室する。 

b. 体位交換をする際には、サージカルマスクを装着する。 

c. 505 号室でカーテン隔離をする。 

d. オムツ交換実施の際は、手袋とガウンを装着する。 

 

1. a，b     2. a，d     3. b，c     4. c，d 
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３. 内科病棟における膀胱留置カテーテル患者の尿廃棄手順について、適切な組み合

わせはどれか。一つ選びなさい。 

a. 貯尿バッグを膀胱より下の位置で廃棄する。 

b. 手袋・ガウン・マスク・ゴーグルを着用し、患者毎に交換する。 

c. 周囲に飛び散らないよう、廃棄容器の内側に排出口を密着させて廃棄する。 

d. Y 氏以外の複数患者の尿をまとめて廃棄容器に回収し、Y 氏のみ個別の容器を

使用する。 

 

1. a，b     2. a，d     3. b，c     4. c，d 

 

 

9 月 10 日 Y 氏の症状に改善が見られ、日常生活動作が入院前の状態に回復し   

車いす乗車が可能となった。今後、退院に向けて準備をしていく方針となった。 

４. 今後の Y 氏の膀胱留置カテーテルの管理方法について、病棟カンファレンスで  

検討した。感染対策上実施すべき内容の組み合わせはどれか。一つ選びなさい。 

a. 尿路感染予防のために、陰部洗浄やシャワー等で清潔を保つ。 

b. 入浴の際は、カテーテルと貯尿バッグの接続を外し、カテーテルプラグで栓を

して貯尿バッグが濡れないようにする。 

c. 貯尿バッグの汚染が目立つため、退院に向けて貯尿バッグを交換する。 

d. 膀胱留置カテーテルの適応について再度、検討する。 

 

1. a，b     2. a，d     3. b，c     4. c，d 
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Ⅲ-２ 次の文章を読み、以下の問い５～８に答えなさい。 

 あなたは病院の感染管理担当看護師である。 

10 月５日血液内科病棟の看護師長より、「10 月２日化学療法目的で入院した    

患者 Z児（7歳男児）が、昨日より発熱があり本日より顔と体幹に発疹がみられ水疱化

しており水痘が疑われる」と報告があった。 

 患者 Z 児の母親に聞き取りしたところ、患者 Z 児の水痘の罹患歴はないことが判明

した。 

５. 現段階で Z児への感染対策として適切な組み合わせはどれか。一つ選びなさい。 

a. カーテン隔離をする。 

b. 陰圧個室に配置する。 

c. Ｎ95 マスクで対応する。 

d. アルコールに耐性があるため石けんと流水の手洗いを励行する。 

 

1. a，b     2. a，d     3. b，c     4. c，d 

 

6. 水痘について正しい組み合わせはどれか。一つ選びなさい。 

a. EB ウイルスによる感染症である。 

b. ウイルスは上気道粘膜に感染する。 

c. 1 年を通して発生する。 

d. 片側に発疹が発生する。 

 

1. a，b     2. a，d     3. b，c     4. c，d 
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10月 6 日患者 Z児は PCR 検査で水痘と診断された。 

 

7. 現時点で行う適切な対応はどれか。一つ選びなさい。 

1. 入院患者の罹患歴とワクチン接種歴を確認する。 

2. 主治医に直ちに保健所の届出をするよう依頼する。 

3. 患者 Z児に緊急ワクチン接種をする。 

4. 患者 Z児にイベルメクチン経口剤を投与する。 

 

 

感染防止会議に水痘の発生について報告したところ、抗体価、ワクチン接種歴不明の

職員がいることが課題となり、一般社団法人 日本環境感染学会「医療関係者のための

ワクチンガイドライン 第 3版」に基づいて感染予防の対応をすることになった。 

 

8. 「医療関係者のためのワクチンガイドライン第 3 版」に基づいた感染予防の対応

で、適切な組み合わせはどれか。一つ選びなさい。 

a. 1 歳以上で「２回」の予防接種の記録があれば、追加対応は必要ない。 

b. 母子手帳等で罹患の記録があれば、追加対応は必要ない。 

c. 水痘ワクチンの１回目と２回目の予防接種は少なくとも 7 日間以上開ける。 

d. 事務職、医療職、学生を含めた対応を行う。 

 

1. a，b     2. a，d     3. b，c     4. c，d 

 


